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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源ユニットからの光を映像信号に応じた光学像に変換する映像表示素子に照射し、前
記映像表示素子からの光を投射する表示装置において、
　外部からの塵埃の侵入を防止するための集塵フィルタと、
　前記集塵フィルタが当該表示装置に装着されると外部からの空気の流路を開き、前記集
塵フィルタが当該表示装置から取り外されると前記流路を閉じる開口開閉機構を備える、
表示装置。
【請求項２】
　前記開口開閉機構は、
　前記集塵フィルタに噛み合うように形成される第１の歯車と、
　前記第１の歯車に、当該第１の歯車の回動軸を介して連結される第２の歯車と、
　前記第２の歯車と噛み合うように形成される第３の歯車と、
　前記第３の歯車の回転に応じて、前記流路の開閉を行う蓋を備える、請求項１記載の表
示装置。
【請求項３】
　前記蓋は、少なくとも、第１及び第２の蓋とを有し、
　前記第１の蓋の一辺は、前記第３の歯車の回動軸に係合され、
　前記第１及び第２の蓋は連結部により連結される、請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
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　前記第１の歯車の歯数と前記第２の歯車の歯数は異なる、請求項２又は３記載の表示装
置。
【請求項５】
　前記第２の歯車の歯数は、前記第１の歯車の歯数より多い、請求項４記載の表示装置。
【請求項６】
　前記集塵フィルタは、当該表示装置の側面に装着される、請求項２乃至５何れか一に記
載の表示装置。
【請求項７】
　前記流路を形成するダクトを備え、
　前記ダクトの吸気口は前記側面に形成される、請求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　前記蓋は、前記流路が閉じた状態を０度とすると、前記流路を開放する方向に、９０度
以下の範囲で動作する、請求項２乃至７何れか一に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記開口開閉機構は、
　前記空気の流路を形成するダクトと、
　少なくとも１個の格子で形成され、前記ダクトの吸気口に配置されたダクトカバーと、
　少なくとも１個のスリット部と、前記集塵フィルタを支持するためのリブと、バネとで
形成される開閉カバーと、
　前記バネを保持するバネ保持部を有し、
　前記集塵フィルタが取り外される場合、前記開閉カバーは、前記格子が前記スリット部
を塞ぐように移動する、請求項１記載の表示装置。
【請求項１０】
　光源ユニットからの光を映像信号に応じた光学像に変換する映像表示素子に照射し、前
記映像表示素子からの光を投射する表示装置において、
　外部からの塵埃の侵入を防止するための集塵フィルタと、
　前記集塵フィルタが当該表示装置に装着されると外部からの空気の流路を開き、前記集
塵フィルタが当該表示装置から取り外されると前記流路を閉じる開口開閉機構を備え、
　前記集塵フィルタは、当該表示装置の側面に装着される、表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示素子等のライトバルブを使用して、スクリーン上に映像を拡大投影
する表示装置に係わり、集塵フィルタを取り外しで生じる内部への塵埃侵入を防止する塵
埃侵入防止機構を有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、ダクトの空気流の入口にはファンと、このファンの前後に取り付
けられたフィルタの構成が開示されている。そして、フィルタ交換時には、シャッタが閉
塞され、かつ、ファンも停止された状態で、空気流の上流側に着脱可能に取り付けられた
フィルタだけを交換する構成が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平９－３１９２６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１は、空気流の下流側のフィルタは、基本的にフィルタ交換を行わないも
のであって、ダクトの内壁面に固定され、目が粗く、塵埃侵入防止の補助的な役割を果た
しているものであるため、空気流の上流側のフィルタ交換時には、細かい塵埃のダクト内
への侵入を防止することは不可能である。
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【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、その目的は、集塵フィルタ交換時の塵埃侵
入を低減できる表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一面は、集塵フィルタの着脱に連動して、ダクトの吸気口に配置した蓋を作動
することにより、吸気口を塞ぐことである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、集塵フィルタ交換時の塵埃侵入を低減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照しながら、実施例について説明する。なお、全ての図において、共通
な機能を有する要素には同一符号を付して示し、また、煩雑さを避けるために、一度述べ
たものについてはその繰り返した説明を省略する。また以下では、表示装置として映像表
示素子を用いたプロジェクタを例にとって説明するものとする。
【０００９】
　以下、実施例１について説明する。図１～図５は、実施例１を説明する図である。
【００１０】
　図１は、実施例１に係わる投射光学ユニットを上側から見た平面図、図２は実施例１に
係わる図１の投射光学ユニットを配置したプロジェクタの内部を説明する斜視図、図３は
、図２のうち実施例１に係わるダクトとプリズムユニットを抜き出し一部切り欠いて拡大
した詳細を説明するための斜視図、図４は、実施例１に係わる冷却機構を示した図、図５
は実施例１による集塵フィルタの取り外しに連動した塵埃侵入防止機構の動作の説明図で
ある。図５（ａ）は、実施例１による塵埃侵入防止機構の全体を示す簡略斜視図、（ｂ）
は、その塵埃侵入防止機構の要部の拡大斜視図、（ｃ），（ｄ）は、塵埃侵入防止機構が
動作する際の挙動の説明図である。
【００１１】
　まず、図１を用いて、実施例１に係わるプロジェクタに配置された投射光学ユニットの
概略を説明する。
【００１２】
　図１に示すように、投射光学ユニットは光源ユニット３と、光源ユニット３からの光の
照度分布の一様化（均一化）を図るとともに色分離して、映像表示素子である例えば液晶
パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）に照射する照明光学／色分離ユニット４と、各液晶パネル
６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）で形成した各光学像を光合成プリズム８で合成して投射レンズ９
で投射するプリズムユニット５とからなる。
【００１３】
　光源ユニット３は、超高圧水銀ランプ，メタルハライドランプ，キセノンランプ，水銀
キセノンランプ，ハロゲンランプ等の白色ランプであるランプ３ａと、ランプ３ａからの
光を反射させて平行光に変換して出射させるリフレクタ３ｂとからなる。この光源ユニッ
ト３からの光は映像表示素子である例えば液晶パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）を透過して
投射レンズ９に向かい、図示しないスクリーンへ投影される。なお、投射光学ユニットと
は、光源ユニット３から投射レンズ９に至る光学ユニット全体を指すものである。
【００１４】
　ランプ３ａから出射された光は、例えば放物面形状又は楕円面形状のリフレクタ３ｂで
反射して光軸に平行となり、照明光学／色分離ユニット４に入射する。照明光学／色分離
ユニット４に入射した光は、まず第１のアレイレンズ４０３に入射する。第１のアレイレ
ンズ４０３は、入射した光をマトリックス状に配置された複数個のレンズセルで複数個の
光に分割して、効率よく第２のアレイレンズ４０４と偏光変換素子４０５を透過するよう
に導く。即ち、第１のアレイレンズ４０３はランプ３ａと第２のアレイレンズ４０４の各
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レンズセルとが互いに物体と像の関係（共役関係）になるように設計されている。第１の
アレイレンズ４０３と同様に、マトリックス状に配置された複数個のレンズセルを持つ第
２のアレイレンズ４０４は、レンズセルそれぞれが対応する第１のアレイレンズ４０３の
レンズセルの形状を液晶パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）に投影する。この時、偏光変換素
子４０５で第２のアレイレンズ４０４からの光は所定の偏光方向に揃えられ、そして、第
１のアレイレンズ４０３の各レンズセルの投影像は、それぞれ集光レンズ４０６、および
コンデンサレンズ４１３，４１４，第１のリレーレンズ４１５，第２のリレーレンズ４１
６，第３のリレーレンズ４１７により各液晶パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）上に重ね合わ
せられる。なお、第２のアレイレンズ４０４とこれに近接して配置される集光レンズ４０
６とは、第１のアレイレンズ４０３と液晶パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）とが、互いに物
体と像の関係（共役関係）になるように設計されているので、第１のアレイレンズ４０３
で複数に分割された光は、第２のアレイレンズ４０４と集光レンズ４０６によって、液晶
パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）上に重畳して投影され、実用上問題のないレベルの均一性
の高い照度分布の照明が可能となる。
【００１５】
　その過程で、ダイクロイックミラー４１１により、例えばＢ光(青色帯域の光)は反射さ
れ、Ｇ光(緑色帯域の光)およびＲ光(赤色帯域の光)は透過されて２色の光に分離され、更
に、Ｇ光とＲ光はダイクロイックミラー４１２によりＧ光とＲ光に分離される。例えば、
Ｇ光はダイクロイックミラー４１２で反射され、Ｒ光はダイクロイックミラー４１２を透
過して３色の光に分離される。この光の分離の仕方は種々考えられ、ダイクロイックミラ
ー４１１でＲ光を反射させ、Ｇ光及びＢ光を透過させてもよいし、Ｇ光を反射させ、Ｒ光
及びＢ光を透過させてもよい。ここでは、Ｂ光はダイクロイックミラー４１１で反射され
、反射ミラー４１０で反射され、コンデンサレンズ４１３を通してプリズムユニット５に
入射する。また、ダイクロイックミラー４１１を透過したＧ光及びＲ光の内、Ｇ光はダイ
クロイックミラー４１２で反射され、コンデンサレンズ４１４を通してプリズムユニット
５に入射する。さらに、Ｒ光はダイクロイックミラー４１２を透過し、第１のリレーレン
ズ４１５で集光され、反射ミラー４０８で反射され、第２のリレーレンズ４１６で集光さ
れ、反射ミラー４０９で反射された後、第３のリレーレンズ４１７で集光されてプリズム
ユニット５に入射する。
【００１６】
　プリズムユニット５は、光合成プリズム８の隣接する３面にＲ光用液晶パネル６Ｒ，Ｇ
光用液晶パンル６Ｇ，Ｂ光用液晶パネル６Ｂがそれぞれ入射側偏光板７ａ（７ａＲ，７ａ
Ｇ，７ａＢ），出射側偏光板７ｂ（７ｂＲ，７ｂＧ，７ｂＢ）とともに配置され、残りの
面に投射レンズ９が配置されたものである。
【００１７】
　プリズムユニット５に入射したＢ光，Ｇ光，Ｒ光は、各色光の入射側偏光板７ａ，液晶
パネル６，出射側偏光板７ｂを通る過程で、それぞれ図示しない映像信号に応じた光学像
に変換され、光合成プリズム８によってカラー映像として合成された後、例えばズームレ
ンズである投射レンズ９を通過し、図示しないスクリーンに到達する。液晶パネル６Ｒ，
６Ｇ，６Ｂ上に光強度変調で形成された光学像は、投射レンズ９によりスクリーン上に拡
大投影され表示装置として機能するものである。
【００１８】
　図１では、第１の光路（Ｂ光）と第２の光路（Ｇ光）にはリレーレンズは使用されてい
ないが、第３の光路（Ｒ光）にはＢ光，Ｇ光と光路長を等しくするためのリレーレンズが
使用されている。また、第１のアレイレンズ４０３、第２のアレイレンズ４０４、集光レ
ンズ４０６等はオプティカルインテグレータである。
【００１９】
　入射側偏光板７ａ，出射側偏光板７ｂや液晶パネルは透過しない光で発熱する。これら
の光学素子は、許容温度が低いので、ファン１１を用いて冷却される。ファン１１により
図示しない吸気口から図示しない集塵フィルタを通過して取り込まれた空気は、図示しな
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いダクトで整流されて風２０とされ、入射側偏光板７ａ（７ａＲ，７ａＧ，７ａＢ），出
射側偏光板７ｂ（７ｂＲ，７ｂＧ，７ｂＢ）や液晶パネル６（６Ｒ，６Ｇ，６Ｂ）に吹き
付けられ、これらを冷却する。また、光源ユニット３は、光源となるランプ３ａを含むの
で高温となる。そこで、同様にファン１０により取り込まれた空気で光源ユニット３をリ
フレクタ３ｂ側から冷却する。この場合、光源ユニットをリフレクタ側から冷却するので
、必ずしも集塵フィルタは必要ではない。ここでは集塵フィルタは用いないものとする。
【００２０】
　次に、上記した投射光学ユニットを筐体に配置したプロジェクタについて図２、図３を
用いて説明する。
【００２１】
　図２に示すように、プロジェクタ１では、投射光学ユニットの平面図である図１の配置
に基づいて、投射光学ユニットが配置されている。
【００２２】
　すなわち、プロジェクタ１では、図２の紙面左側前面に配置された電源ユニット２から
の電力供給を受けて、図２の紙面左側側面後部に配置された光源ユニット３から光が出射
し、図２の紙面背面後部に配置された照明光学／色分離ユニット４に入射する。照明光学
／色分離ユニット４は、光源ユニット３から入射した光の照度分布を一様化し、偏光方向
を所定偏光方向に揃え、さらに３つの色光（Ｒ光，Ｇ光，Ｂ光）に分離して、液晶パネル
に照射する。図２の紙面中央右側に配置されたプリズムユニット５（図３参照）に入射し
た照明光学／色分離ユニットからのＲ，Ｇ，Ｂ光は、それぞれ各液晶パネル６で光強度変
調されて各色光の光学像が形成され、入射側偏光板７ａ，出射側偏光板７ｂで色純度やコ
ントラストが高められ、そして光合成プリズム８で画像光に合成され、投射レンズ９から
拡大投射される。
【００２３】
　このうち、電源ユニット２、光源ユニット３、プリズムユニット５の液晶パネル６や偏
光板７（７ａ，７ｂ）などはプロジェクタ１の駆動時に発熱を伴うため、性能維持を目的
として冷却を行う必要がある。そこで、電源ユニット２，光源ユニット３をファン１０で
冷却し、光学素子である液晶パネル６や偏光板７（７ａ，７ｂ）などをファン１１（図３
で図示）で冷却している。
【００２４】
　このため、プロジェクタ１の外装には、ファン１０用の空気取り入れ口すなわち吸気口
１２が図２紙面左側前面に、そしてファン１１用の吸気口１５が図２紙面右側側面前部に
設けられている。また、冷却後の風を装置外に排出する排気口１３が図２紙面左側背面に
設けられている。
【００２５】
　また、図３に示すように、プロジェクタ１には液晶パネル６や偏光板７などを冷却する
風の風路となるダクト１７が設けられている。ダクト１７は吸気口１５に繋がっており、
またダクト１７の内部にはファン１１が配置されている。そして、ダクト１７の吸気口１
５の内側には塵埃を除去する集塵フィルタ１４が設けられている。集塵フィルタ１４を設
けるのは次の理由による。
【００２６】
　すなわち、液晶パネル６や偏光板７などは、風に含まれる塵埃がその透光面１６に付着
すると、付着した塵埃が拡大投射され画質が劣化する。そのため、集塵フィルタ１４を用
いて吸気口１５から流入（侵入）する塵埃を補足して除去している。
【００２７】
　次に、実施例１に係わる光学素子である液晶パネル６や偏光板７などの冷却機構につい
て図４を用いて説明する。図４は、実施例１に係わる冷却機構を前面側から見て不要部分
を削除し要部のみを模式的に示した図である。
【００２８】
　図４に示すように、ダクト１７内部にはファン１１が配置されている。また、ダクト１
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７の一方側の開口部１７１はプロジェクタ１外装の右側側面前部の吸気口１５に連結され
ている。そして、ダクト１７の吸気口１５側の開口部１７１から内側に向かって集塵フィ
ルタ１４と開口開閉機構２２（詳細は後述）が順に設けられている。集塵フィルタ１４は
着脱可能である。また、ダクト１７は、他方側にプリズムユニット５の液晶パネル６Ｒ，
６Ｇ，６Ｂの下部近傍でそれぞれ開口している開口部１７２（１７２Ｒ，１７２Ｇ，１７
２Ｂ）を有している。
【００２９】
　なお、詳細は後述するが、集塵フィルタ取り外しに連動した塵埃侵入防止機構である開
口開閉機構２２は、集塵フィルタ１４が配置されているときには開閉する蓋２４が開いた
状態となっており、吸気口１５から取り込まれた空気１８は、集塵フィルタ１４で塵埃２
１が除去された後開口開閉機構２２を通過する。
【００３０】
　上記のように冷却機構が形成されているので、吸気口１５から取り込まれた空気１８に
含まれる塵埃２１は集塵フィルタ１４で除去され、塵埃２１が除去された空気１９はファ
ン１１によって開口部１７２（１７２Ｒ，１７２Ｇ，１７２Ｂ）から風２０となって吹き
出す。開口部１７２から吹き出した風２０は、光学素子である各液晶パネル６，偏光板７
（７ａ，７ｂ）の間を上側に向かい、筐体上部に至る過程で各液晶パネル６，偏光板７を
冷却する。筐体上部に至った空気は、筐体上部の上側外装ケース１０１に沿ってプロジェ
クタの背面側の排気口１３から排出される。
【００３１】
　以上述べたように、塵埃２１が除去された風２０で液晶パネル、偏光板などを冷却する
ので、これらの透光面には塵埃が付着しないので、投射画像の劣化を招くことはない。
【００３２】
　しかしながら、プロジェクタ１では累積稼働時間が大きくなるとともに集塵フィルタ１
４は塵埃２１の付着による目詰まりを起こし、ファン１１が取り込む空気の減少により性
能を維持できなくなる。そのため、定期的に集塵フィルタ１４の清掃または交換を行うこ
ととなる。
【００３３】
　この際、ダクト１７内部は集塵フィルタ１４の取り外しによって空気１８に対して開放
となる。つまり、ファン１１の稼動の有無にかかわらず、塵埃２１を多く含んだ空気１８
がダクト１７内部に容易に入り得る状況となってしまう。従って、集塵フィルタ１４の清
掃または交換後の稼働時、塵埃が液晶パネル、偏光板などの透光面に付着し、投射画像の
劣化を招く恐れがある。
【００３４】
　そこで、実施例１では、ダクト開口部１７１に配置された着脱可能な集塵フィルタ１４
のダクト内部側に、塵埃侵入防止機構として集塵フィルタ１４の着脱に応じて開閉する開
口開閉機構２２を有するようにしている。すなわち、実施例１では集塵フィルタ１４を取
り外すと、開口開閉機構２２が閉じ、集塵フィルタ１４を配置すると開口開閉機構２２が
開口することに特徴がある。
【００３５】
　以下、実施例１による開口開閉機構２２について図５を用いて説明する。
【００３６】
　図５（ａ），（ｂ）に示すように、実施例１による開口開閉機構２２は、プロジェクタ
内部に流入する空気１９の量を調整する要素である複数枚の蓋２４（但し、蓋は１枚でも
よい。）と、複数枚の蓋２４が連動して開閉するように蓋２４を相互に連結する連結部２
３と、蓋２４のうち図紙面で最も上側の位置にある蓋２４（以下、この蓋の符号を他と区
別するために符号ｕを添えて示す）が有する回動軸２５に嵌合された第２の従動歯車２６
と、第２の従動歯車２６に噛み合う第１の従動歯車２７と、第１の従動歯車２７と同じ位
相の歯３２をその外枠１４２に有する集塵フィルタ１４とで形成される。
【００３７】
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　蓋２４は、プロジェクタ内部に流入する空気１９の量を調整するもので、長方形であり
、その一方の長辺側に回動するための回動軸２５を有している。蓋２４はその回動軸２５
がダクト１７の図示しない部位に嵌合されて固定されており、蓋２４は回動軸２５を軸と
して回動することができるようになっている。蓋２４は複数枚であり、複数枚の蓋が連結
して開閉するように、各蓋２４の他方の長辺側に係合した連結部２３が設けられている。
この連結部２３により複数枚の蓋２４は連動して開閉することができる。
【００３８】
　複数枚の蓋２４のうち、最も上側の位置にある蓋２４ｕには、その回動軸２５に第２の
従動歯車２６が嵌合されている。そして、第２の従動歯車２６は、ダクト１７の図示しな
い部位にその回動軸が嵌合された回動半径が大きい第１の従動歯車２７に噛み合っている
。
【００３９】
　第１の従動歯車２７は、歯数が異なる歯車２７ａと歯車２７ｂとを有する２枚歯車であ
る。そのうちの歯車２７ｂは第２の従動歯車２６に噛み合っている。歯車２７ａと歯車２
７ｂは回転半径がほぼ同じであるが、歯車２７ａの歯数に対して歯車２７ｂの歯数が多く
なるように設定されている。
【００４０】
　集塵フィルタ１４の外枠１４２の歯車２７ｂに対向する上側端部領域１４４には、第１
の従動歯車２７の歯車２７ａと噛み合う、歯車２７ａと同じ位相の歯３２が設けられてい
る。
【００４１】
　以上述べたように、開口開閉機構２２が形成されているので、図５（ａ）に示すように
集塵フィルタ１４を矢印３３方向に挿入して装着すると、上側端部領域１４４に設けられ
た歯３２が第１の従動歯車２７の歯車ａに噛み合い、図５（ｂ）のように、第１の従動歯
車２７が矢印３５方向に回動する。第１の従動歯車２７が回動するにともない、第１の従
動歯車２７に噛み合う第２の従動歯車２６も矢印３６方向に回動するので、蓋２４が閉じ
た状態から開いた状態にすることができる。集塵フィルタ１４が挿入されて、その外枠１
４２の頭部１４５がダクト１７に当接し、装着が完了した状態では、蓋２４は空気１９の
流れに対して抵抗とならない平行な水平状態とされる。なお、集塵フィルタ１４は装着が
完了すると、外枠１４２のいずれかの箇所がダクト１７の開口部に設けられた図示しない
集塵フィルタ受け部または図示しない外装ケースに設けられた図示しない集塵フィルタ受
け部にて保持される。
【００４２】
　また、図５（ｃ），（ｄ）のように、集塵フィルタ１４を矢印３３とは逆の矢印３４方
向に離脱させると、上記動作とは逆に、蓋２４が開いた状態から閉じた状態にすることが
でき、空気の流れに対して蓋２４は直交する状態（空気をプロジェクタ内部に流入しない
状態）となる。すなわち、ダクト１７の開口部１７１の開閉をおこなうため、蓋２４の開
閉動作は９０°以下の範囲（±５°の誤差があってもよい。）で動くものとする。
【００４３】
　詳細に述べると、集塵フィルタ１４が装着された状態となった場合は、蓋２４の回動軸
２５と反対に位置する端が最も空気の流入の妨げとならない可動軌道２８上の可動端点Ａ
２９にて保持される。また、交換あるいは清掃のため集塵フィルタ１４が取り外された状
態となった場合は、集塵フィルタ１４離脱後のダクト１７の開口部を塞ぐべく、可動軌道
２８上の可動端点Ｂ３０まで移動して保持される。
【００４４】
　この際、集塵フィルタ１４の着脱に連動して蓋２４が９０°可動するように、第２の従
動歯車２６と第１の従動歯車２７の歯車２７ｂとのギヤ比、歯車２７ｂと歯車２７ａとの
ギヤ比、および集塵フィルタ１４の外枠１４２の上側端部領域１４４に形成された歯３２
のピッチとその歯数が適切に設定される。
【００４５】
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　さらに、集塵フィルタ１４の交換あるいは清掃に伴う集塵フィルタの脱着の際、集塵フ
ィルタの装着の場合は完全装着直前まで開口開閉機構２２が開動作を行わないようにして
、また、集塵フィルタの離脱の場合は直ちに開口開閉機構２２が閉動作を行うようにして
、塵埃の侵入を防ぐのが好ましい。そこで、実施例１では、第１の従動歯車２７の設置位
置を矢印３３で示される挿入方向の深部（ここでは最も上側の位置）にある蓋２４ｕの近
傍に設置するとともに集塵フィルタ１４の外枠１４２に形成された歯３２も挿入方向にお
いて装着時最も深部となる外枠１４２の上側端部領域１４４に形成している。
【００４６】
　以上述べたように、実施例１によれば、集塵フィルタ１４の着脱に連動して、ダクト１
７の開口部を開閉することができ、集塵フィルタ１４の交換あるいは清掃で集塵フィルタ
が取り外された状態においては、ダクト１７の開口部を閉じて、塵埃の侵入を低減するこ
とができる。これにより、塵埃付着による画質劣化を防ぐことが可能となる。
【００４７】
　実施例１の他の例として、集塵フィルタ１４の着脱を例えば図示しないセンサー（一例
として赤外線センサー）で検出し、その検出結果を用いて、図示しないモータ駆動回路に
より上記した蓋２４を動作させる第２の従動歯車を動作させても良い。
【００４８】
　なお、実施例１では、ダクトの内部にファンを有していたが、これに限定されるもので
はない。例えば、ダクトが２分割され、分割されたダクト間にファンが配置されている場
合にも、実施例１は適用可能である。
【００４９】
　次に、図６，図７を用いて、実施例２による集塵フィルタ取り外しに連動した塵埃侵入
防止機構について説明する。
【００５０】
　図６は、実施例２による集塵フィルタ装着時の塵埃侵入防止機構の動作を説明する図で
ある。その図６（ａ）は、塵埃侵入防止機構の要部をダクトの一部を切り欠いて示した簡
略斜視図、図６（ｂ）は、塵埃侵入防止機構の要部の分解斜視図、図６（ｃ）は塵埃侵入
防止機構のＥ－Ｅ線に沿った断面図である。
【００５１】
　また、図７は、実施例２による集塵フィルタ取り外し時の塵埃侵入防止機構の動作を説
明する図である。その図７（ａ）は、塵埃侵入防止機構の要部をダクトの一部を切り欠い
て示した簡略斜視図、図７（ｂ）は、塵埃侵入防止機構のＥ－Ｅ線に沿った断面図である
。
【００５２】
　まず、図６を用いて、実施例２による塵埃侵入防止機構としての開口開閉機構３２２の
全体および集塵フィルタ装着時の動作について説明する。
【００５３】
　図６に示すように、ダクト３０２と集塵フィルタ３０９との間に塵埃侵入防止機構とし
ての開口開閉機構３２２が設けられている。開口開閉機構３２２は、ダクト３０２の吸気
口１５側開口部に設けられたダクトカバー３０３と、吸気口１５のダクト３０２側に配置
された集塵フィルタ３０９とダクトカバー３０３との間に設けられた開閉カバー３０４と
からなる。
【００５４】
　ダクト３０２は、実施例１と同様、光学素子である液晶パネル６，偏光板７などを冷却
する風２０の風路である。そして、ダクト３０２の内部には、ファン１１が配置され、ダ
クト３０２の吸気口１５側の開口部にはダクトカバー３０３を有している。また、ダクト
３０２の吸気口側開口部の図紙面上部には吸気口側に張り出したバネ保持部３０２ａが設
けられている。なお、バネ保持部３０２ａの下部に位置するダクト３０２の部分は、集塵
フィルタ３０９が取り外された場合に、後述する開閉カバー３０４の逆Ｌ字部３０４ａを
受ける開閉カバー受部３０２ｂである。
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【００５５】
　ダクトカバー３０３には、細長い矩形状の複数個の格子３０６が所定の間隔で図紙面縦
方向（風の高さ方向）に配列されている。所定の間隔で配列された格子３０６間は吸気口
１５から集塵フィルタ３０９を通過して取り込まれた空気１９が通る開口３０５で、開口
３０５の幅は格子３０６の幅と同じとされている。すなわち、空気１９を遮る格子３０６
と空気１９を通過させる開口３０５のそれぞれの累計面積は等しいものとされている。
【００５６】
　開閉カバー３０４は、逆Ｌ字形状の蓋部材で、ダクトカバー３０３と対向する領域にダ
クトカバー３０３の格子３０６と同一幅のスリット３０７が格子３０６と同一の配列間隔
（ピッチ）で図紙面縦方向に配列されている。隣接するスリット３０７間は空気１９を遮
る非スリット部３０８である。ここでは、ダクトカバー３０３と同様、スリット３０７と
非スリット部３０８のそれぞれの幅は同じである。また、逆Ｌ字に張り出した開閉カバー
の逆Ｌ字部３０４ａの上側の面３０４ｂには、バネ３１０を保持するためのピン３０４ｄ
が形成されている。バネ３１０は、このピン３０４ｄに挿入され、ダクト３０２のバネ保
持部３０２ａと開閉カバー３０４の逆Ｌ字部３０４ａとで挟持されて保持されている。ま
た、集塵フィルタ側の面の図紙面上部には、集塵フィルタ３０９を挿入したときに開閉カ
バーを持ち上げるためのリブ３１３が形成されている。
【００５７】
　なお、集塵フィルタ３０９が挿入装着されてない場合、開閉カバー３０４は、バネ３１
０により図紙面縦方向の下方向に下がり、開閉カバー３０４の逆Ｌ字部３０４ａがダクト
３０２の開閉カバー受部３０２ｂに当接して規制され、図７の状態となる。詳細は図７で
後述する。
【００５８】
　以上のように形成された開口開閉機構３２２において、集塵フィルタ３０９を挿入し、
集塵フィルタ３０９の上側の面３０９ａが下がった開閉カバー３０４のリブ３１３に当接
すると、以降、集塵フィルタ３０９の挿入にともない開閉カバー３０４が図紙面縦方向の
上部方向に持ち上げられる。そして、集塵フィルタ３０９が所定の位置まで挿入されて、
ダクト１７の開口部に設けられた図示しない集塵フィルタ受け部または図示しない外装ケ
ースに設けられた図示しない集塵フィルタ受け部に装着されると、ダクトカバー３０３の
開口３０５と開閉カバー３０４のスリット３０７がそれぞれ一致する。勿論このとき、ダ
クトカバー３０３の格子３０６と開閉カバー３０４の非スリット部３０８も一致する。つ
まり、開閉カバー３０４のリブ３１３と図示しない集塵フィルタ受部は、ダクトカバー３
０３の開口３０５と開閉カバー３０４のスリット３０７がそれぞれ一致する位置関係で設
定されている。
【００５９】
　集塵フィルタ３０９の装着により、ダクトカバー３０３の開口３０５と開閉カバー３０
４のスリット３０７がそれぞれ一致するので、ダクトカバー３０３の開口３０５は最大の
開口状態となる。これにより、塵埃２１が除去された空気１９が効率よくダクト３０２内
に取り込まれ、光学素子である液晶パネル６や偏光板７をファン１１で冷却することがで
きる。
【００６０】
　次に、図７を用いて、開口開閉機構３２２の集塵フィルタ取り外し時の動作について説
明する。
【００６１】
　図７に示すように、集塵フィルタ３０９が矢印３４方向に離脱されて取り外されると、
開閉カバー３０４は、バネ３１０により図紙面下方向に下がり、開閉カバー３０４の逆Ｌ
字部３０４ａがダクト３０２の開閉カバー受部３０２ｂに当接して規制される。このとき
、ダクトカバー３０３の開口３０５が開閉カバー３０４の非スリット部３０８で遮蔽され
るように、開閉カバー３０４の逆Ｌ字部３０４ａから開閉カバーの最上部のスリット部ま
での長さＬが設定されている。
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【００６２】
　このように、集塵フィルタ３０９が取り外されると、取り外しに連動してダクトカバー
３０３の開口３０５が開閉カバー３０４の非スリット部３０８で完全に遮蔽されるので、
つまり、開口開閉機構３２２が閉じるので、塵埃２１を含んだ空気１８がダクト３０２内
部に取り込まれることはない。これにより、塵埃付着による画質劣化を防ぐことが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】実施例１の投射光学ユニットを上側から見た平面図。
【図２】実施例１のプロジェクタ内部を説明する斜視図。
【図３】実施例１のダクトとプリズムユニットの拡大詳細斜視図。
【図４】実施例１の冷却機構を示す図。
【図５（ａ）】実施例１の集塵フィルタ装着時の塵埃侵入防止機構を説明する図。
【図５（ｂ）】実施例１の集塵フィルタ装着時の塵埃侵入防止機構を説明する図。
【図５（ｃ）】実施例１の集塵フィルタ離脱時の塵埃侵入防止機構を説明する図。
【図５（ｄ）】実施例１の集塵フィルタ離脱時の塵埃侵入防止機構を説明する図。
【図６（ａ）】実施例２の塵埃侵入防止機構の要部をダクトの一部を切り欠いて示した簡
略斜視図。
【図６（ｂ）】実施例２の塵埃侵入防止機構の要部の分解斜視図。
【図６（ｃ）】実施例２の塵埃侵入防止機構のＥ－Ｅ線に沿った断面図。
【図７】実施例２の集塵フィルタ取り外し時の塵埃侵入防止機構の動作を説明する図。
【符号の説明】
【００６４】
　１…プロジェクタ、２…電源ユニット、３…光源ユニット、３ａ…ランプ、３ｂ…リフ
レクタ、４…照明光学／色分離ユニット、５…プリズムユニット、６…液晶パネル、７…
偏光板、７ａ…入射側偏光板、７ｂ…出射側偏光板、８…光合成プリズム、９…投射レン
ズ、１０，１１…ファン、１２…吸気口、１３…排気口、１４…集塵フィルタ、１５…吸
気口、１６…透光面、１７…ダクト、１８，１９…空気、２０…風、２１…塵埃、２２…
開口開閉機構、２３…連結部、２４…蓋、２５…回動軸、２６…第２の従動歯車、２７…
第１の従動歯車、２７ａ，２７ｂ…歯車、２８…可動軌道、２９…可動端点Ａ、３０…可
動端点Ｂ、３２…歯、３３～３６…矢印、１０１…上側外装ケース、１４２…外枠、１４
４…上側端部領域、１４５…頭部、１７１，１７２…開口部、３０２…ダクト、３０２ａ
…バネ保持部、３０２ｂ…開閉カバー受部、３０３…ダクトカバー、３０４…開閉カバー
、３０４ａ…逆Ｌ字部、３０４ｂ…面、３０４ｄ…ピン、３０５…開口、３０６…格子、
３０７…スリット、３０８…非スリット部、３０９…集塵フィルタ、３１０…バネ、３１
３…リブ、３２２…開口開閉機構、４０３…第１のアレイレンズ、４０４…第２のアレイ
レンズ、４０５…偏光変換素子、４０６…集光レンズ、４０８，４０９，４１０…反射ミ
ラー、４１１，４１２…ダイクロイックミラー、４１３，４１４…コンデンサレンズ、４
１５…第１のリレーレンズ、４１６…第２のリレーレンズ、４１７…第３のリレーレンズ
。
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